
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

福
島
県
監
査
委
員

○
監
査
公
表
二
件

一

福
島
県
監
査
委
員

監 査 公 表 第 １ ８ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 実 施 し た 定 期 監 査 の 結

果 は 、 次 の と お り で す 。
平 成 29年 ９ 月 19日

福 島 県 監 査 委 員 柳 沼 純 子
福 島 県 監 査 委 員 宮 下 雅 志
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

１ 監 査 実 施 期 間 平 成 29年 ５ 月 24日 ～ 平 成 29年 ８ 月 25日
２ 監 査 対 象 機 関 公 所 47か 所
３ 監 査 の 結 果

監 査 は 、 北 海 道 事 務 所 ほ か 13機 関 に つ い て は 平 成 27会 計 年 度 及 び 平 成 28会 計 年 度 の
財 務 に 関 す る 事 務 、 県 中 地 方 振 興 局 ほ か 32機 関 に つ い て は 平 成 28会 計 年 度 の 財 務 に 関
す る 事 務 に つ い て 実 施 し た 。
⑴ 総 務 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県中地方振興 平成 29年７月20日
平成 29年８月 23日 宮下 雅志 美馬武千代 実地監査

局 平成 29年７月21日

東京事務所 平成 29年６月 15日 宮下 雅志 ●家惣一郎 実地監査 平成 29年５月12日

平成 29年５月11日
北海道事務所 平成 29年６月 16日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査

平成 29年５月12日

○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。

───────────────────────────────────────────────────────────
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平成29年９月19日 火曜日 福 島 県 報 号外第48号 2

指 摘 事 項
・ 入 札 事 務 に お け る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 、 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ
り 、 牽 制 体 制 が 機 能 し て い な い 。

けん

「 事 実 」
管 内 公 所 発 注 工 事 に か か る 条 件 付 一 般 競 争 入 札 に お い て 、 落 札 候 補 者 と な っ

た 者 の 入 札 参 加 資 格 を 十 分 に 確 認 せ ず 、 入 札 参 加 資 格 を 有 し な い 者 を 落 札 者
と 決 定 し て い た 。
ま た 、 同 様 に 当 該 人 を 相 手 方 と す る 誤 っ た 落 札 者 の 決 定 が 、 平 成 24年 度 に

１ 件 、 平 成 25年 度 に ３ 件 、 平 成 27年 度 に ２ 件 あ っ た こ と も 発 覚 し 、 長 期 に わ
た っ て 組 織 内 の 審 査 体 制 も 機 能 し て い な か っ た 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
入 札 事 務 に お け る 落 札 者 の 決 定 に 当 た っ て は 、 チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 す る と

と も に 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 （ 県 中 地 方 振 興 局 ）
上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。

⑵ 生 活 環 境 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

環境創造セン
平成29年７月12日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査 平成29年６月２日

ター

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑶ 保 健 福 祉 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県北保健福祉 平成29年６月13日
平成29年７月27日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査

事務所 平成29年６月14日

県中保健福祉 平成29年６月８日
平成29年７月12日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査

事務所 平成29年６月９日

県南保健福祉 平成29年６月22日
平成29年８月２日 宮下 雅志 美馬武千代 実地監査

事務所 平成29年６月23日

会津保健福祉 平成29年６月15日
平成29年７月26日 宮下 雅志 ●家惣一郎 実地監査

事務所 平成29年６月16日

南会津保健福 平成29年６月１日
平成29年７月14日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査

祉事務所 平成29年６月２日

相双保健福祉 平成29年６月６日
平成29年７月19日 宮下 雅志 ●家惣一郎 実地監査

事務所 平成29年６月７日

衛生研究所 平成29年７月31日 柳沼 純子 美馬武千代 書面監査 平成29年５月18日

環境医学研究
平成29年７月31日 宮下 雅志 ●家惣一郎 書面監査 平成29年５月31日

所

○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 児 童 福 祉 施 設 等 入 所 費 負 担 金 に 係 る 認 定 事 務 に つ い て 、 著 し く 適 正 を 欠 い て
い る も の が あ り 、 牽 制 体 制 が 機 能 し て い な い 。

けん

「 事 実 」
児 童 福 祉 施 設 等 入 所 費 負 担 金 に つ い て 、 算 定 基 礎 と な る 世 帯 の 所 得 認 定 を

平 成 25年 度 、 平 成 26年 度 及 び 平 成 28年 度 に 誤 っ た ま ま 決 定 し 、 結 果 、 ４ 実 世
帯 で 434 , 9 00円 の 調 定 誤 り が 発 生 し て い る 。 （ 過 大 調 定 ： ２ 実 世 帯 76 , 1 0 0円 、

───────────────────────────────────────────────────────────
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
過 小 調 定 ： ２ 実 世 帯 3 5 8 , 8 0 0円 ）
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
児 童 福 祉 施 設 等 入 所 費 負 担 金 の 認 定 事 務 に 当 た っ て は 、 チ ェ ッ ク 体 制 を 強

化 す る と と も に 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 （ 県 北 保 健 福 祉 事 務 所 ）
・ 児 童 福 祉 施 設 等 入 所 費 負 担 金 に つ い て 、 制 度 の 取 扱 い に よ る こ と な く 、 長 期
間 に わ た り 誤 っ た 認 定 事 務 処 理 を 行 っ て お り 、 事 務 事 業 執 行 体 制 に 適 切 を 欠
い て い る 。
「 事 実 」
児 童 福 祉 施 設 等 入 所 費 負 担 金 に つ い て 、 平 成 22年 度 税 制 改 正 に 伴 う 影 響 緩

和 措 置 が 講 じ ら れ た が 、 算 出 方 法 を 定 め た 平 成 23年 ７ 月 の 各 保 健 福 祉 事 務 所
長 宛 て 通 知 文 書 の 取 扱 い に よ る こ と な く 、 長 期 間 に わ た り 誤 っ た 認 定 事 務 処
理 を 行 っ て い た 。
そ の 結 果 、 平 成 24年 度 か ら 平 成 28年 度 ま で の ５ 年 間 で 、 17実 世 帯 に 対 し て

負 担 金 の 調 定 額 誤 り が 生 じ 、 そ の う ち の １ 世 帯 に つ い て は 世 帯 所 得 の 認 定 上
の 誤 り も 判 明 し た こ と か ら 、 3 , 3 9 8 , 6 5 9円 が 過 大 な 調 定 と な っ て い る 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
児 童 福 祉 施 設 等 入 所 費 負 担 金 の 認 定 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正

に 行 う と と も に 、 組 織 内 で 情 報 共 有 を 図 る な ど チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 す る こ と 。
（ 相 双 保 健 福 祉 事 務 所 ）

○ 下 記 の と お り 指導事項が 認められたので、 措置又は留意・改善 するよう 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 福 島 県 重 度 障 が い 者 支 援 事 業 補 助 金 の 返 還 金 の 収 入 調 定 に つ い て 、 １ か 月 以
上 遅 延 し て い る も の が あ る 。 （ 会 津 保 健 福 祉 事 務 所 ）

上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑷ 商 工 労 働 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

テクノアカデ
平成29年６月７日 宮下 雅志 ●家惣一郎 実地監査 平成29年４月24日

ミー郡山

ハイテクプラ
平成 29年８月３日 柳沼 純子 ●家惣一郎 実地監査 平成 29年６月 21日

ザ

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑸ 農 林 水 産 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県北農林事務 平成29年６月22日
平成29年８月１日 柳沼 純子 ●家惣一郎 実地監査

所 平成29年６月23日

県南農林事務 平成29年６月20日
平成29年８月２日 宮下 雅志 美馬武千代 実地監査

所 平成29年６月21日

会津農林事務 平成29年７月４日
平成29年８月18日 柳沼 純子 ●家惣一郎 実地監査

所 平成29年７月５日

南会津農林事 平成29年６月27日
平成29年８月17日 宮下 雅志 美馬武千代 実地監査

務所 平成29年６月28日

相双農林事務 平成29年６月27日
平成29年８月４日 宮下 雅志 美馬武千代 実地監査

所 平成29年６月28日

水産事務所 平成29年５月30日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査 平成29年４月21日

水産試験場 平成29年７月31日 柳沼 純子 美馬武千代 書面監査 平成29年４月26日
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
内水面水産試

平成29年６月９日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査 平成29年５月９日
験場

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項が 認められたので、 措置又は留意・改善 するよう 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 土 地 改 良 振 興 費 負 担 金 の 収 入 調 定 に つ い て 、 １ か 月 以 上 遅 延 し て い る も の が
あ る 。 （ 会 津 農 林 事 務 所 ）

上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑹ 土 木 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県中建設事務 平成29年７月13日
平成29年８月23日 宮下 雅志 美馬武千代 実地監査

所 平成29年７月14日

県南建設事務 平成29年７月18日
平成29年８月25日 宮下 雅志 美馬武千代 実地監査

所 平成29年７月19日

福島空港事務
平成29年６月13日 宮下 雅志 ●家惣一郎 実地監査 平成29年４月27日

所

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め られたので、 措置又は留意・改善 するよう 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 県 営 住 宅 使 用 料 に つ い て 、 現 年 度 の 収 入 徴 収 率 が 県 平 均 を 下 回 り 、 か つ 、 前
年 度 を 下 回 っ て い る 。 （ 県 南 建 設 事 務 所 ）

上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑺ 教 育 委 員 会

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県北教育事務
平成29年８月１日 柳沼 純子 ●家惣一郎 実地監査 平成29年６月20日

所

県中教育事務
平成29年７月31日 宮下 雅志 ●家惣一郎 書面監査 平成29年５月30日

所

県南教育事務
平成29年６月13日 宮下 雅志 ●家惣一郎 実地監査 平成29年４月27日

所

会津教育事務
平成29年７月31日 柳沼 純子 美馬武千代 書面監査 平成29年５月19日

所

南会津教育事
平成29年６月14日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査 平成29年５月10日

務所

郡山自然の家 平成29年６月７日 宮下 雅志 ●家惣一郎 実地監査 平成29年４月21日

会津自然の家 平成29年７月31日 宮下 雅志 ●家惣一郎 書面監査 平成29年５月31日

白河実業高等
平成29年８月25日 宮下 雅志 美馬武千代 実地監査 平成29年７月28日

学校

西会津高等学
平成29年７月31日 柳沼 純子 美馬武千代 書面監査 平成29年４月24日

校

田島高等学校 平成29年６月９日 宮下 雅志 ●家惣一郎 実地監査 平成29年４月27日

南会津高等学
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
平成29年６月９日 宮下 雅志 ●家惣一郎 実地監査 平成29年４月26日

校

只見高等学校 平成29年６月14日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査 平成29年５月９日

いわき総合高
平成29年５月30日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査 平成29年４月21日

等学校

ふたば未来学
平成29年７月31日 柳沼 純子 美馬武千代 書面監査 平成29年５月18日

園高等学校

○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 授 業 料 の 調 定 事 務 に お い て 、 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
「 事 実 」
１ 平 成 28年 ７ 月 に １ 件 613 , 8 00円 及 び 同 年 10月 に １ 件 59 , 4 00円 の 収 入 調 定
が 欠 落 し て い る 。

２ 平 成 28年 12月 に 収 入 調 定 す べ き １ 件 554 ,400円 に つ い て 、 誤 っ て 同 年 11
月 に も 収 入 調 定 し た た め 、 二 重 調 定 と な っ て い る 。

３ 平 成 28年 ７ 月 分 授 業 料 よ り 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 対 象 者 と な っ た 生 徒
２ 名 の 口 座 引 落 停 止 手 続 を 失 念 し 、 同 年 1 0月 に 1 9 , 8 0 0円 、 同 年 11月 に
39 , 6 0 0円 を 誤 っ て 収 入 し 、 そ の 収 入 に つ い て 調 定 を 行 っ て い な い に も か
か わ ら ず 、 誤 っ て 同 年 11月 及 び 同 年 12月 に そ れ ぞ れ 29 , 7 0 0円 を 減 額 調 定
し て い る 。

４ 上 記 調 定 欠 落 及 び 調 定 額 誤 り に つ い て 、 そ れ ぞ れ 増 額 調 定 又 は 減 額 調
定 す べ き と こ ろ 、 平 成 29年 ３ 月 に 一 括 し て そ の 差 額 で あ る 178 , 200円 を 収
入 調 定 し て い る 。

「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
授 業 料 の 調 定 事 務 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 づ き 、 適 正 な 事 務 処 理 に 努

め る こ と 。 （ 白 河 実 業 高 等 学 校 ）
上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。

⑻ 公 安 委 員 会

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

福島警察署 平成29年５月24日 宮下 雅志 美馬武千代 実地監査 平成29年４月26日

福島北警察署 平成29年５月24日 宮下 雅志 美馬武千代 実地監査 平成29年４月24日

郡山警察署 平成29年７月31日 宮下 雅志 ●家惣一郎 書面監査 平成29年５月23日

郡山北警察署 平成29年７月31日 柳沼 純子 美馬武千代 書面監査 平成29年５月17日

須賀川警察署 平成29年７月31日 宮下 雅志 ●家惣一郎 書面監査 平成29年５月24日

会津若松警察
平成29年６月９日 柳沼 純子 美馬武千代 実地監査 平成29年５月10日

署

いわき中央警
平成29年７月31日 宮下 雅志 ●家惣一郎 書面監査 平成29年５月30日

察署

いわき東警察
平成29年７月31日 柳沼 純子 美馬武千代 書面監査 平成29年５月19日

署

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
（ 監 査 総 務 課 ）
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監 査 公 表 第 １ ９ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 実 施 し た 県 公 営 企 業 に

係 る 定 期 監 査 を 執 行 し た 結 果 は 、 次 の と お り で す 。
平 成 29年 ９ 月 19日

福 島 県 監 査 委 員 柳 沼 純 子
福 島 県 監 査 委 員 宮 下 雅 志
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

監 査 対 象 機 関 福 島 県 企 業 局
執 行 年 月 日 平 成 29年 ７ 月 31日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 宮 下 雅 志

● 家 惣 一 郎
（ 福 島 県 工 業 用 水 道 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

平 成 28年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 の 状 況 は 、 損 益 計 算 書 、 貸 借 対 照 表 そ の 他 の 財 務
諸 表 に 適 正 に 表 示 さ れ て お り 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 一 部 に 改 善 又 は
検 討 を 要 す る も の が 見 受 け ら れ た も の の 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ た も の と 認 め ら れ
る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 工 業 用 水 道 事 業 の 業 務 運 営 の 状 況 は 、 総 給 水 量 319 , 0 07 , 1 8 5ｍ3で 、 前

年 度 と 比 較 し て 7 , 9 4 7 , 0 5 9ｍ3（ 2 . 4 ％ ） 減 少 し て い る 。
な お 、 当 年 度 に お け る 建 設 改 良 事 業 に つ い て は 、 相 馬 工 業 用 水 道 第 ２ 期 整 備 事 業 に

係 る 配 水 管 布 設 工 事 等 を 実 施 し て い る 。
経 営 成 績 で は 、 事 業 収 益 が 2 , 5 5 7 , 2 4 1 , 6 8 7円 に 対 し 事 業 費 用 は 2 , 4 2 7 , 2 0 9 , 3 9 2円 で 、

当 年 度 の 純 利 益 は 130 , 0 3 2 , 2 9 5円 と な っ て お り 、 前 年 度 よ り 35 , 7 2 1 , 6 6 2円 （ 21 . 6％ ） 利
益 が 減 少 し て い る 。 こ れ は 、 前 年 度 と比 較 し、 主に 特 別利 益（ 原発 事 故損 害賠 償 金 等 ）
に よ り 収 益 は 増 加 し た が 、 営 業 費 用 （ 修 繕 費 等 ） を 中 心 に 費 用 も 増 加 し た こ と か ら 、
結 果 と し て 、 増 収 減 益 と な っ た も の で あ る 。

（ 福 島 県 地 域 開 発 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

平 成 28年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 の 状 況 は 、 損 益 計 算 書 、 貸 借 対 照 表 そ の 他 の 財 務
諸 表 に 適 正 に 表 示 さ れ て お り 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 一 部 に 改 善 又 は
検 討 を 要 す る も の が 見 受 け ら れ た も の の 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ た も の と 認 め ら れ
る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 地 域 開 発 事 業 の 実 績 は 、 田 村 西 部 工 業 団 地 に お い て 24 , 0 1 7 . 9 9m2、 白

河 複 合 型 拠 点 に お い て 2 3 , 5 3 2 . 2 3m2を 分 譲 し て い る 。 ま た 、 浜 通 り 南 部 の 復 興 に 向 け た
企 業 誘 致 を 進 め る 目 的 で い わ き 市 四 倉 に 新 た な 工 業 団 地 を 造 成 中 で あ り 、 平 成 30年 ３
月 に 完 成 す る 予 定 で あ る 。
当 年 度 末 に お け る 分 譲 率 は 、 田 村 西 部 工 業 団 地 が 9 8 . 3 ％ 、 白 河 複 合 型 拠 点 （ 造 成 済

み ） の 工 場 用 地 が Ｃ 工 区 100 . 0％ 、 業 務 用 地 が 6 0 . 6％ 、 住 宅 用 地 が 1 0 0 . 0％ と な っ て い
る 。 ま た 、 当 年 度 末 に お け る 未 分 譲 地 の 面 積 は 、 田 村 西 部 工 業 団 地 が 10 , 9 8 3 . 6 2m2、 白
河 複 合 型 拠 点 （ 造 成 済 み ） の 業 務 用 地 が 3 4 , 9 1 8 . 2 4m2と な っ て い る 。
経 営 成 績 で は 、 事 業 収 益 76 5 , 3 8 6 , 2 9 1円 に 対 し 事 業 費 用 は 81 4 , 3 1 1 , 5 0 7円 で 、 当 年 度

の 純 損 失 は 4 8 , 9 2 5 , 2 1 6円 と な っ て お り 、 前 年 度 の 純 利 益 9 8 , 3 2 5 , 7 3 2円 と 比 較 す る と 、
損 益 は 悪 化 し て い る 。 こ れ は 、 前 年 度 と 比 較 し て 土 地 の 売 却 等 に よ り 事 業 収 益 は 増 加
し た も の の 、 報 償 費 な ど の 一 般 管 理 費 の 増 加 等 に よ り 事 業 費 用 は 大 き く 増 加 し た こ と
な ど に よ る も の で あ る 。
平 成 28年 度 末 に お け る 累 積 欠 損 金 は 1 8 , 5 9 0 , 5 6 7 , 6 8 1円 と な っ て お り 、 企 業 債 残 高 も

1 2 , 7 3 4 , 1 3 6 , 6 0 7円 に 上 る な ど 、 依 然 と し て 極 め て 憂 慮 す べ き 状 況 で あ る 。
○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 前 回 の 監 査 に お い て 指 導 事 項 と し た 収 入 調 定 の 時 期 遅 延 に つ い て 、 今 回 も 同
様 の 事 案 が 発 生 し 、 改 善 さ れ て お ら ず 、 内 部 牽 制 が 不 十 分 で あ る 。

けん

「 事 実 」
平 成 28年 度 実 施 の 定 期 監 査 に お い て 、 調 定 の 時 期 遅 延 の 指 導 を 受 け 、 今 後 同

様 の 事 例 が な い よ う に 情 報 を 共 有 す る と と も に 進 行 管 理 を 徹 底 し 、 内 部 チ ェ ッ
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ク 機 能 を 充 実 さ せ る 旨 の 処 理 結 果 を 報 告 し た に も か か わ ら ず 、 平 成 28年 度 の
株 式 会 社 甲 の 年 間 土 地 使 用 料 ３ 件 計 26 , 7 1 0円 に つ い て 平 成 28年 ４ 月 １ 日 に 調
定 す べ き と こ ろ 、 平 成 29年 １ 月 11日 に 調 定 し て お り 、 内 部 チ ェ ッ ク が 機 能 し
て い な い 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
行 政 財 産 の 収 入 調 定 事 務 に つ い て 、 組 織 と し て の 内 部 牽 制 が 的 確 に 行 わ れ

けん

る よ う チ ェ ッ ク 体 制 を 早 急 に 確 立 し 、 関 係 規 程 に 基 づ い た 適 切 な 事 務 処 理 を
行 う こ と 。

・ 支 出 時 期 が 著 し く 遅 延 し た こ と に よ り 、 延 滞 税 が 発 生 す る な ど 県 に 損 害 を 生
じ さ せ た も の が あ る 。
「 事 実 」
源 泉 所 得 税 の 納 付 が ６ か 月 以 上 、 回 線 使 用 料 及 び 物 品 購 入 代 金 等 の 支 払 い

が １ か 月 以 上 遅 延 し た こ と に よ り 、 延 滞 税 1 , 1 0 0円 、 遅 延 利 息 2 , 1 1 8円 が 発 生
し た 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
支 出 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 な 時 期 に 行 う こ と 。

○ 下 記 の と お り 指導事項が 認めら れたので、 措置又は留意・改善 するよう 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 委 託 料 及 び 負 担 金 の 精 算 に 適 正 を 欠 く も の が あ る 。

監 査 対 象 機 関 福 島 県 企 業 局 い わ き 事 業 所
執 行 年 月 日 平 成 29年 ８ 月 30日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 柳 沼 純 子

● 家 惣 一 郎
事 業 経 営 の 状 況
給 水 事 業 を 行 っ て い る が 、 そ の 事 業 管 理 の 状 況 は 適 正 で あ っ た と 認 め ら れ る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 機 関 福 島 県 病 院 局
執 行 年 月 日 平 成 29年 ７ 月 31日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 柳 沼 純 子

美 馬 武 千 代
（ 福 島 県 立 病 院 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

平 成 28年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 の 状 況 は 、 損 益 計 算 書 、 貸 借 対 照 表 そ の 他 の 財 務
諸 表 に 適 正 に 表 示 さ れ て お り 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 一 部 に 改 善 又 は
検 討 を 要 す る も の が 見 受 け ら れ た も の の 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ た も の と 認 め ら れ
る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
大 野 病 院 が 東 日 本 大 震 災 及 び 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴 い 休 止 し て い

る こ と か ら 、 当 年 度 に お け る 利 用 可 能 な 施 設 は 、 ３ 病 院 １ 診 療 所 、 許 可 病 床 数 329床 で
あ る 。
平 成 28年 度 の 患 者 数 は 、 入 院 が 延 べ 66 , 0 8 0人 、 外 来 が 延 べ 97 , 7 0 8人 で 、 前 年 度 と 比

較 し て 、 入 院 は 4 , 9 9 7人 （ 7 . 0％ ） の 減 少 、 外 来 は 3 , 9 6 4人 （ 4 . 2％ ） の 増 加 と な っ て お
り 、 矢 吹 病 院 の 地 域 生 活 移 行 促 進 や 南 会 津 病 院 の 手 術 件 数 の 減 少 等 に よ り 入 院 患 者 が
減 少 し 、 大 野 病 院 附 属 ふ た ば 復 興 診 療 所 開 所 に よ り 外 来 患 者 が 増 加 し て い る 。
経 営 成 績 で は 、 医 業 収 益 2 ,743 , 3 5 4 , 8 4 3円 に 対 し 医 業 費 用 が 5, 746 , 8 2 7 , 1 4 8円 と な り 、

医 業 損 失 は 3 , 0 0 3 , 4 7 2 , 3 0 5円 で 前 年 度 と 比 較 し て 1 0 6 , 8 1 6 , 8 7 1円 （ 3 . 7％ ） 増 加 し て い
る 。 ま た 、 総 収 益 7 , 5 0 0 , 4 2 6 , 3 9 5円 に 対 し 総 費 用 が 7 , 5 2 2 , 4 1 2 , 3 1 6円 と な り 、 純 損 失 は
21 , 9 8 5 , 9 2 1円 で 前 年 度 と 比 較 し て 5 , 8 0 7 , 9 5 3 , 1 8 4円 （ 1 0 0 . 4％ ） 損 益 が 悪 化 し て い る 。
損 益 が 悪 化 し た の は 、 平 成 27年 度 に お い て 計 上 し た 大 野 病 院 財 物 賠 償 金 5 ,811 , 7 8 6 , 5 4 3
円 が な く な っ た こ と な ど に よ る も の で あ る 。
平 成 28年 度 に お い て 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 負 担 金 ・ 補 助 金 は 、 県 立 病 院 再 編

等 経 費 （ 喜 多 方 病 院 等 解 体 経 費 ） の 減 少 等 に よ り 、 総 額 4 , 1 3 4 , 0 1 9 , 3 6 0円 と な り 、 前 年
度 と 比 較 し て 11 7 , 5 6 6 , 8 3 6円 （ 2 . 8％ ） 減 少 し て い る 。

（ 病 院 局 ）
事 業 収 支 は 、 費 用 が 1 , 9 1 2 , 9 8 7 , 1 5 0 円 で 前 年 度 と 比 較 し て 廃 止 病 院 解 体 工 事 完 了 に

�
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よ る 前 払 金 の 費 用 化 等 に よ り 1 , 3 3 8 , 2 4 1 , 3 5 8 円 （ 2 3 2 . 8 ％ ） 増 加 し た も の の 、 収 益 が
1 , 9 1 8 , 6 6 6 , 7 2 4円 で 前 年 度 と 比 較 し て 廃 止 病 院 解 体 工 事 完 了 に よ る 前 受 金 の 収 益 化 等 に
よ り 1 , 3 4 1 , 8 7 0 , 9 0 6円 （ 23 2 . 6％ ） 増 加 し た た め 、 純 利 益 は 5 , 6 7 9 , 5 7 4円 で 前 年 度 と 比 較
し て 3 , 6 2 9 , 5 4 8円 （ 1 7 7 . 0％ ） 増 加 し て い る 。
○ 下 記 の と お り 指 導事項が 認められたので、 措置又は留意・改善 するよう 指 導 し た 。

指 導 事 項
・ 企 業 会 計 原 則 等 に 照 ら し 、 過 年 度 損 益 修 正 損 の 計 上 に 適 正 を 欠 い て い る 。

監 査 対 象 公 所 県 立 矢 吹 病 院
執 行 年 月 日 平 成 29年 ７ 月 27日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 柳 沼 純 子

美 馬 武 千 代
事 業 経 営 の 状 況
平 成 28年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 42,739人 、 外 来 患 者 数 延 べ 16,571人 で あ り 、

前 年 度 と 比 較 し て 入 院 は 874人 （ 2 . 0％ ） 減 少 し 、 外 来 は 1 , 1 1 7人 （ 7 . 2％ ） 増 加 し た 。 入
院 患 者 減 少 の 要 因 は 、 早 期 退 院 、 地 域 生 活 移 行 の 取 組 等 に よ る も の で あ り 、 外 来 患 者 増
加 の 要 因 は 、 児 童 思 春 期 外 来 及 び 訪 問 看 護 に 係 る 患 者 の 増 加 等 に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 費 用 が 1 , 6 7 6 , 5 3 8 , 5 0 8円 で 前 年 度 と 比 較 し て 35 , 7 5 0 , 4 9 0円 （ 2 . 1 ％ ） 減 少

し た も の の 、 収 益 が 1 , 6 7 5 , 8 1 6 , 7 9 5円 で 前 年 度 と 比 較 し て 36 , 2 0 1 , 1 6 1円 （ 2 . 1 ％ ） 減 少 し
た た め 、 純 損 失 は 721 , 7 1 3円 で 前 年 度 と 比 較 し て 450 , 6 7 1円 （ 166 . 3％ ） 増 加 し た 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 精 神 病 院 増 こ う 経 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の 純 損 失

は 55 8 , 9 8 2 , 6 6 2円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 67 , 8 5 8 , 6 8 5円 （ 10 . 8％ ） 減 少 し て い る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 公 所 県 立 宮 下 病 院
執 行 年 月 日 平 成 29年 ７ 月 21日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 柳 沼 純 子

美 馬 武 千 代
事 業 経 営 の 状 況
平 成 28年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 4 , 9 7 6人 、 外 来 患 者 数 延 べ 1 4 , 0 8 1人 で 、 前

年 度 と 比 較 し て 、 入 院 は 112人 （ 2 . 3％ ） 増 加 し 、 外 来 は 460人 （ 3 . 2％ ） 減 少 し た 。 入 院
患 者 増 加 の 要 因 は 、 夏 期 の 高 温 に よ る 患 者 数 の 増 加 等 に よ る も の で あ り 、 外 来 患 者 減 少
の 要 因 は 、 内 科 の 再 来 患 者 が 減 少 し た こ と な ど に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 費 用 が 68 6 , 5 1 0 , 2 2 4円 で 前 年 度 と 比 較 し て 51 , 7 7 4 , 4 8 7円 （ 7 . 0 ％ ） 減 少 し

た も の の 、 収 益 も 68 4 , 9 0 4 , 5 2 1円 で 前 年 度 と 比 較 し て 51 , 7 7 4 , 2 7 5円 （ 7 . 0 ％ ） 減 少 し た た
め 、 純 損 失 は 1 , 6 0 5 , 7 0 3円 で 前 年 度 と 比 較 し て 212円 （ 0 . 0％ ） 減 少 と ほ ぼ 横 ば い で あ る 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 不 採 算 地 区 病 院 運 営 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の 純 損

失 は 33 3 , 0 8 1 , 2 4 6円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 22 , 9 5 2 , 2 9 4円 （ 6 . 4％ ） 減 少 し て い る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 公 所 県 立 南 会 津 病 院
執 行 年 月 日 平 成 29年 ７ 月 14日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 柳 沼 純 子

美 馬 武 千 代
事 業 経 営 の 状 況
平 成 28年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 18 , 3 6 5人 、 外 来 患 者 数 延 べ 60 , 7 0 2人 で 、 前

年 度 と 比 較 し て 入 院 は 4 , 2 3 5人 （ 18 . 7％ ） 、 外 来 は 2 , 0 8 4人 （ 3 . 3％ ） と と も に 減 少 し た 。
減 少 の 要 因 は 、 南 会 津 地 域 の 人 口 減 少 に 加 え 、 手 術 件 数 の 減 少 及 び 外 来 診 療 日 数 の 減 少
等 に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 2 , 2 9 2 , 4 2 9 , 4 2 9円 で 前 年 度 と 比 較 し て 88 , 4 5 6 , 7 7 7円 （ 3 . 7 ％ ） 減 少

し た も の の 、 費 用 が 2 , 2 9 5 , 1 1 5 , 1 3 4円 で 前 年 度 と 比 較 し て 88 , 8 2 2 , 8 6 4円 （ 3 . 7 ％ ） 減 少 し
た た め 、 純 損 失 は 2 , 6 8 5 , 7 0 5円 で 前 年 度 と 比 較 し て 36 6 , 0 8 7円 （ 12 . 0％ ） 減 少 し た 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 不 採 算 地 区 病 院 運 営 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の 純 損

失 は 46 7 , 2 8 4 , 3 5 9円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 11 3 , 1 0 5 , 3 9 6円 （ 3 1 . 9％ ） 増 加 し て い る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。
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監 査 対 象 公 所 県 立 大 野 病 院
執 行 年 月 日 平 成 29年 ８ 月 29日 （ 書 面 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 柳 沼 純 子

● 家 惣 一 郎
事 業 経 営 の 状 況
当 病 院 は 、 東 日 本 大 震 災 及 び 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴 い 、 平 成 23年 ３

月 12日 か ら 休 止 と な っ て い る こ と か ら 、 入 院 及 び 外 来 の 実 績 は な い 。
事 業 収 支 に つ い て 、 収 益 は 原 子 力 損 害 賠 償 請 求 に よ る 賠 償 金 が 主 な も の で あ り 、

70 5 , 0 0 1 , 9 8 1円 で 前 年 度 と 比 較 し て 5 , 8 7 7 , 0 1 3 , 4 7 5円 （ 89 . 3％ ） 減 少 し た 。 費 用 は 人 件 費
が 主 な も の で あ り 、 727 ,775 ,209円 で 前 年 度 と 比 較 し て 65 , 431 , 4 58円 （ 8 . 2％ ） 減 少 し た 。
こ の 結 果 、 純 損 失 22 , 7 7 3 , 2 2 8円 で 前 年 度 と 比 較 し て 財 物 賠 償 金 相 当 額 の 5 , 8 1 1 , 5 8 2 , 0 1 7円
（ 10 0 . 4％ ） 損 益 が 悪 化 し て い る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 公 所 県 立 大 野 病 院 附 属 ふ た ば 復 興 診 療 所
執 行 年 月 日 平 成 29年 ７ 月 19日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 宮 下 雅 志

● 家 惣 一 郎
事 業 経 営 の 状 況
平 成 28年 度 の 利 用 状 況 は 、 外 来 患 者 数 延 べ 6 , 3 5 4 人 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 5 , 3 9 1 人

（ 55 9 . 8％ ） の 増 加 で あ る 。
な お 、 当 診 療 所 は 、 平 成 28年 ２ 月 １ 日 に 開 所 し た た め 、 前 年 度 は ２ か 月 間 分 の 実 績 と

な っ て い る （ 以 下 同 じ ） 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 福 島 県 地 域 医 療 再 生 臨 時 特 例 基 金 事 業 補 助 金 119 , 7 54 , 6 0 5円 を 含 め

22 3 , 6 0 6 , 9 4 5円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 19 7 , 9 5 6 , 3 7 8円 （ 77 1 . 7％ ） 、 費 用 が 22 3 , 4 8 6 , 0 9 1円
で 、 前 年 度 と 比 較 し て 197 ,872 ,721円 （ 772 .5％ ） と と も に 増 加 し て お り 、 純 利 益 は 120 ,8 54
円 で 前 年 度 と 比 較 し て 83 , 6 5 7円 （ 22 4 . 9％ ） 増 加 し た 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。
（ 監 査 総 務 課 ）
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